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１ 計画策定の趣旨 

長野市では、教育基本法第 17 条第１項の規定に基づく国の教育振興基本計画を踏まえな

がら、本市の教育の基本的な方針や講ずべき施策について、平成 24 年度から 28 年度を計

画期間とする「長野市教育振興基本計画」、平成 29 年度から令和３年度を計画期間とする

「第二次長野市教育振興基本計画」を策定してきました。 

また、平成 26 年６月に改正された地方教育行政の組織及び運営に関する法律では、地方

公共団体の長と教育委員会で構成する総合教育会議を設置すること、地方公共団体の長が

地域の実情に応じて「教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」を策定す

ることが定められました。本市の「大綱」は、長野市総合教育会議においてその意見等を踏

まえ、長野市教育振興基本計画をもって代え、第二次計画も同様に「大綱」として策定しま

した。 

本計画についても、長野市総合教育会議での意見等を踏まえ第二次計画に引き続き長野

市長が定める「大綱」として策定するものです。 

 

２ 計画の期間 

この計画は、令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間とします。 

 

３ 計画の位置付け 

  この計画は、教育基本法第 17条第２項に基づく、長野市における教育の振興のための

施策に関する基本的な計画として位置付け、第二次計画に引き続き、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第１条の３第１項に基づく「教育、学術及び文化の振興に関する総

合的な施策の大綱」とします。 

また、この計画は、第五次長野市総合計画と整合した教育分野の計画としても位置付け、

関連する個別分野計画等との整合を図ります。 

 

      ≪ 第三次長野市教育振興基本計画と関連する主な計画等 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五次長野市総合計画 

第三次長野市教育振興基本計画 

教育分野の計画 

第三次長野市生涯学習推進計画 

第三次長野市子ども読書活動推進計画 

第二期長野市子ども・子育て支援事業計画 

長野市乳幼児期の教育・保育の指針 

第二次長野市文化芸術振興計画 

第三次長野市スポーツ推進計画 

第三期しなのきプラン 

第１章 計画策定の基本的な考え方 
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１ 長野市教育の基本理念 

明日を拓く深く豊かな人間性の実現 

長野市は 市民の皆様とともに 

広い視野から 思いやりの心を育み   

自律心や豊かな情操 創造力を養い 

自然と文化あふれる郷土に 誇りを抱き 

明日を拓くための 深く豊かな人間性の実現をめざします 

 

これは、教育の根底に流れる基本理念として、昭和 62 年５月に定められ平成 23年 12 月

に一部改定された「長野市教育大綱」が、学校教育を中心に引継がれてきたものです。 

平成 26 年６月には、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、新たに地方

公共団体の長が教育等の振興に関する施策の「大綱」を策定することが定められました。

前章で述べたとおり、本計画がこの「大綱」とされたことから、それまでの「長野市教育大

綱」は「長野市教育の基本理念」として位置付け、この理念の実現を目指す計画とするもの

です。 

 

 

２ 本市の教育を取り巻く社会情勢と課題 

 

（1）人口減少と少子高齢化の進行  

我が国の総人口は、平成 20（2008）年をピークに減少傾向が続いています。 

本市の人口も、平成 12(2000)年 387,911 人をピークに減少に転じてからは、この先も    

減少傾向が続く推計となっています。また、人口の年齢構造は、より一層の少子高齢化の

進行が見込まれています。 

そこで、少子化に対応した多様性ある集団の中で学び合える「子どもが主役」の豊かな

学習環境づくりを進め、子どもたちの学びの保障を推進していく必要があります。 

また、「人生 100 年時代」を迎え、生涯において主体的に学び続け、一人一人が豊かな

人生を送ることができるような社会の体制を構築していくことが求められています。 

 

（2）技術革新の進展 

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0（注:7 頁①）時代において、ＩＣＴ（情報通信技術）（注:7 頁②）の普及

を始めとした急速な技術革新の進展は、社会活動を活発にし、生活の質を豊かにする  

可能性を秘めていますが、他者との新たな繋がりや豊かな未来を創造していくためには、

一人一人がそれらを正しく理解し、適切に活用する能力を身に付けていく必要がありま

す。 

第２章 基本方針 
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ＩＣＴを活用し子どもたちの多様な個性に応じた「個別最適な学び」と多様な他者との

「協働的な学び」を一体的に推進していくことで、自ら課題を見つけ、学ぶ、自立した 

学習者を育成していくことが求められています。 

 

（3）家族の多様化と地域社会の変容 

共働き世帯の増加や核家族化の進展により家庭のあり方が多様化し、地域社会もそれ

に伴い大きく変容してきています。 

また、教育を取り巻く環境の変化により、経済的格差による子どもの貧困問題や社会

からの孤立化など、様々な問題を抱える子どもたちに対する支援を早急に講じていく 

ことが必要となっています。 

全ての子どもたちの個性を尊重し、互いに認め合える社会を実現していくことが求め

られています。 

  

（4）「協働」を通じた「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」 

教育を取り巻く社会的背景が大きく変わり、顕在化する課題が複雑化・多様化してきて

います。また、近年の自然災害や新型コロナウイルス感染症の拡大など、予測困難な時代

が到来しています。 

このような中、行政や学校だけでは対応できない様々な教育課題が増えてきており、

家庭、地域、学校など各主体が個々に活動するだけでは課題解決を行うことが困難な  

状況にあります。前例がなく唯一の答えがない中で、立場や見解の相違を前提としなが

ら、多様な主体 （家庭、地域、教育・保育施設、学校、事業所、団体・機関など）と協

働し、ＳＤＧｓが掲げるような「誰一人取り残すことなく」学び支え合う持続可能な社会

を創っていくことが求められています。 

そこで、第三次教育振興基本計画では、「協働」をキーワードとした取組を積極的に  

推進することで、長野市教育の基本理念である「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」を

目指していきます。 

 

３ ＳＤＧｓの推進 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採択された

持続可能でより良い世界を目指すための令和 12（2030）年までの国際目標です。持続可能 

な世界を実現するための 17 の目標の達成により、地球上の「誰一人取り残さない」ことを

誓い、包括的な社会の実現を目指しています。 

長野市では、その趣旨を理解し、令和３年５月にＳＤＧｓの 17 の目標と紐づけられた   

評価軸で選定された「ＳＤＧｓ未来都市」（注:7 頁③）となりました。「ＳＤＧｓ未来都市」は、

「環境モデル都市」（注:7 頁④）や「環境未来都市」（注:7 頁⑤）に加えて、地方創生につながる

「自治体ＳＤＧｓ」（注:7 頁⑥）として、地域のステークホルダー（注:7 頁⑦）と連携し、         

ＳＤＧｓ達成に向けて戦略的に取り組む地域・都市として選定されたものです。 

なお、持続可能な社会の創り手を育む教育としてＥＳＤ（注:7 頁⑧）があり、ＥＳＤは     
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ＳＤＧｓの 17 の目標の一つである「全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供

し、生涯学習の機会を促進します。」という部分に位置付けられています。 

「ＳＤＧｓ未来都市」である長野市においても、学習者を中心とした主体的な学びの  

機会の充実、多様な主体との「協働」を通じた教育実践によって、これらの目標の達成を 

目指しています。 

 

 関連する主な目標 

目 標 内 容 

 

全ての人に 

健康と福祉を 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進します。 

 

質の高い教育を 

みんなに 

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供

し、生涯学習の機会を促進します。 

 

ジェンダー平等を 

実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力

強化を行います。 

 

働きがいも 

経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全

かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用

（ディーセントワーク）（注:7 頁⑨）を促進します。 

 

産業と技術革新の 

基盤をつくろう 

強靭（レジリエント）（注:7 頁⑩）なインフラ（注:7頁⑪）

構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び 

イノベーションの推進を図ります。 

 

人や国の不平等 

をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正します。 

 

住み続けられる 

まちづくりを 

包摂的で安全なかつ強靭（レジリエント）で持続可能

な都市及び人間居住を実現します。 

 

つくる責任 

つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保します。 

 

平和と公正を 

全ての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進

し、全ての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆ

るレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な 

制度を構築します。 

 

パートナーシップ

（注:7 頁⑫）で目標を

達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化します。 
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４ 計画の管理と評価  

教育振興基本計画は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条に基づき、毎年

度点検・評価を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることで、効果的な施策を展開し

ていきます。 

点検・評価の結果については、報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表す

ることで市民への説明責任を果たし、信頼される教育行政の推進を図ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 釈 

① Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0：①狩猟社会、②農耕社会、③工業社会、④情報社会に続く、人類史上５番目の新しい

社会を指す。生産・流通・販売、交通、健康、医療、金融、公共サービス等の幅広い

産業構造の変革、人々の働き方やライフスタイルの変化等を伴うデジタル技術や 

データの利活用により実現する、豊かで暮らしやすい社会 

② ＩＣＴ：Information and Communication Technology の略で情報通信技術のこと。情報処理・情報通信 

関連分野における技術・産業・設備・サービス等の総称。ＩＣＴ機器とは、プロジェクター、デジ

タルテレビ、教育用コンテンツ、実物投影機、パソコン、デジタルカメラなどの機器をいう。 

③ ＳＤＧｓ未来都市：「ＳＤＧｓ達成のため積極的に取り組む都市」として内閣府に選定された都市 

④ 環境モデル都市：地域資源を最大限活用し、低炭素社会と持続可能な社会実現に向けて、高い目標を掲

げて取り組む地域・都市 

⑤ 環境未来都市 ：「環境」「社会」「経済」の三つの価値の創造と実現を目指し、取り組む地域・都市 

⑥ 自治体ＳＤＧｓ：地域の様々なステークホルダーとの連携を軸とする全国の自治体によるＳＤＧｓ達成に

向けての取組 

⑦ ステークホルダー:（企業などの）組織が活動を行うことで影響を受ける利害関係者 

⑧ ＥＳＤ：Education for Sustainable Development の略、持続可能な未来や社会づくりのために行動でき 

る人の育成を目的とした教育 

⑨ ディーセントワーク：働きがいのある人間らしい仕事 

⑩ レジリエント：強靭（強くしなやかで粘りがある）で速やかに元の状態に回復する能力・性質のこと。 

⑪ インフラ：公共的・公益的な設備や施設、構造物など。 

⑫ パートナーシップ：協力関係、共同・提携すること。目標達成に向けあらゆる人が協力すること。 
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５ 長野市教育施策の基本的方向 

長野市教育の推進に当たっての基本的方向は、以下のとおりです。 

１ 生きる力を育成する学校づくりの推進 

２ 共に学び合い育ち合う地域づくりの推進 

３ 生涯学習と社会参画の環境づくりの推進 

 

＜基本的方向の考え方＞ 

１ 生きる力を育成する学校づくりの推進 

学校は、ひとづくりの場です。予測困難な時代の中、これまで取り組んできた「基礎学

力の定着」や「子どもたちの実態や地域の特色を生かした学習」を更に充実させることで

「自学自習の資質能力」の伸張を図ります。また、創造性や豊かな感性、たくましく生き

るための健康・体力を育む、主体的で対話的な深い学びを通して、全ての子どもたちの

知・徳・体を一体的にバランス良く育み、生きる力の育成を目指します。 

特に、子どもたち一人一人がかけがえのない尊厳を持った個人として自立し、互いを

認め合いながら学び合う包摂的な学校づくりを推進していきます。 

そして、このような学びや学校づくりを推進していくために、教職員の資質・能力の 

向上を図る教職員研修を充実させていきます。 

 

２ 共に学び合い育ち合う地域づくりの推進 

家庭は、豊かな情操を培う場です。家族の多様化に伴い、基本的な生活習慣を身に  

付け、社会生活における規範意識を醸成し、細やかな心のふれあいで｢絆｣を育んでいく

ことができるよう家庭の教育力の向上と、親と子が共に育ち合うことを支える地域づく

りを推進していきます。 

また、子どもたちの「心身の調和のとれた発達と自立」を目指して、保護者同士や、地

域、学校、ＰＴＡなど、様々な人々のつながりを深めながら、相互に協働し子どもたちの

育ちと学びを支えていける地域づくりを目指します。 

 

３ 生涯学習と社会参画の環境づくりの推進 

 生涯にわたって学び続けることは、心を豊かにし、自己を高めることにつながります。

「人生 100 年時代」において、世代を超えて市民一人一人が主体的に学びに挑戦し 

探求していく機会とその環境を整備・充実させていくことで、市民一人一人の学ぶ意欲

に応えるとともに、その学びを生かして地域づくりに関わることのできる環境づくりを

推進していきます。 

現代社会に対応した多様な学びの機会の充実、地域における歴史文化等の継承、持続

可能な社会の担い手を育成する機会の充実などを通じて、全ての人が尊重され心豊かな

生活を送っていくことのできる住民主体の地域づくりを目指します。 
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６ 教育振興基本計画の施策体系 

 

 

 

 

  
         1-1-1 教職員研修の充実 

         1-1-2 働き方改革の推進 

                 1-1-3 社会に開かれた学校教育と個別最適化された学びの推進                     

推進 

         1-2-1 乳幼児期の教育の充実 

         1-2-2 小・中学校の教育の充実 

         1-2-3 高等学校・大学等の教育の充実 

         1-2-4 幼・保・小・中・高の連携の推進 

         1-2-5 家庭・地域・学校の協働の推進 

                  1-2-6 少子・人口減少社会に応じた活力ある学校づくりの推進 

 

         1-3-1 一人一人を大切にし互いを認め合う教育の推進 

         1-3-2 特別支援教育の充実 

         1-3-3 多様な子どもや家庭に対する支援の充実 

              

             1-4-1 安全・安心な学習環境の整備 

             1-4-2 健康の保持・増進 

              

 

 

             2-1-1 家庭の教育力の向上 

             2-1-2 地域の教育力の向上 

              

 

2-2-1 協働を通じた地域づくりの推進 

2-2-2 放課後対策の充実 

  

 

      3-1-1 人権尊重・男女共同参画の推進 

      3-1-2 多様なニーズに応じた学びの機会の保障 

      3-1-3 共に学び合う人・まちづくりの推進 

 

 

      3-2-1 生涯学習センター・市立公民館・市交流センターの機能の充実 

      3-2-2 図書館・博物館その他生涯学習施設の充実 

 

             3-3-1 文化財の総合的把握と継承 

             3-3-2 文化財の保存・活用の推進 

 

 

基本的方向１ 

 

生きる力を育成する 

学校づくりの推進 

 

基本施策１ 学び続ける教職員の資質・能力の向上 

基本施策２  発達段階に応じた教育の推進 

基本施策３ インクルーシブな学校づくりの推進 

基本施策４ 安全・安心で健やかな成長を支える学習環境の整備 

基本的方向２ 

 

共に学び合い育ち合う 

地域づくりの推進 

基本施策１ 協働を通じた教育力の向上 

基本施策２ 協働を通じた地域づくりの推進 

基本的方向３  

 

生涯学習と社会参画の 

環境づくりの推進 

基本施策２ 学びを支える生涯学習環境の充実 

基本施策１ 豊かな生活につながる生涯学習・社会参画の推進 

基本施策３ 魅力あふれる歴史文化遺産の保存と活用 

教 育 の 基 本 的 方 向 今 後 5 年 間 に 取 組 む 基 本 施 策 及 び 施 策 

キーワード ：協  働 
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 基本施策 1-1 学び続ける教職員の資質・能力の向上      

中核市として教職員の研修権を有する長野市は、国の教育政策や県の施策の方向性を踏ま

えた独自のプログラムで教職員の研修を行い、指導に当たる教職員の資質・能力の向上に  

取り組んでいます。 

地域社会との協働やＩＣＴの活用等により、社会に開かれた教育課程1の実現や個別最適な

学び2と協働的な学び3の一体的な充実を図り、全ての子どもたちの知・徳・体を一体的に育成

していきます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

児童生徒一人一人に対してきめ細かな教育を実践・指導できる専門性と指導力を備え、  

新たな教育課題やニーズに対して自ら学び続け変革していけるような教職員の資質・能力の

向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1 社会に開かれた教育課程：よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有

し、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、どのような  

資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしながら、 

社会との連携及び協働によりその実現を図っていくこと。 
2 個別最適な学び：自らの学習状況や興味・関心に応じ、主体的に学習を調整しながら行う学び 
3 協働的な学び：探究的な学習や体験活動を通じ、多様な他者と協働して行う学び 

 

基本的方向 １ 生きる力を育成する学校づくりの推進 

第１章 基本計画 
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施策 1-1-1 教職員研修の充実           

 

〇主な取組状況等 

・教職員の自主性や主体性を大切にしながら、キャリアステージに応じた資質・能力の向上

を支援しています。 

・教育センター主催の研修講座の質を高めるとともに、各校のニーズに応じて指導主事が 

学校に直接出向いて行うスタイルの研修を増やしています。 

・教職員が校内で同僚と共に学び合うことができるよう、校内研修用の動画コンテンツの 

作成・配信に積極的に取り組んでいます。 

・教職員個人が様々な方法・場（教育センター研修講座、公開研究会、教育機関、教育諸   

団体、県外視察など）を通じた研修履歴を把握し、今後の研修計画に役立てるシステムを

構築しています。 

・どのような研修方法と内容が教職員の資質・能力の向上に寄与するか、不断の検証を続け

ています。 

 

 

目指す内容 

児童生徒の特性に応じた授業設計・改善や学校組織全体でカリキュラム・マネジメント4を

行っていくことができる専門性と指導力の向上や、新たな教育課題やニーズに対応していく

ことができる資質・能力を向上させていくために、教職員研修の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4 カリキュラム・マネジメント：「社会に開かれた教育課程」の理念の実現に向けて、子ども・学校・地域の実

態を適切に把握した上で編成した教育課程に基づき、組織的かつ計画的に各学

校の教育活動の質の向上を図ること。 
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施策 1-1-2 働き方改革の推進           

 

〇主な取組状況等 

・長時間勤務という働き方を改善し、全ての教室で質の高い授業を実現していくために、  

業務の削減や効率化・合理化を図るとともに、勤務時間を意識した働き方のための環境  

整備を進めています。 

・学校と教職員が担うべき業務を明確にし、学校業務の外部化・分業化・協業化5を進める等、

保護者や地域の皆様の理解と協力を得ながら、関係諸団体との連携・協働を推進していま

す。 

 

 

目指す内容 

 児童生徒一人一人に対してきめ細かな教育を行っていくためには、教職員の専門性と実践

的な指導力が不可欠となります。 

効果的な教育活動を行っていくために、児童生徒と向き合う時間、教材研究の時間、教職

員自身が自分のキャリアを展望する時間を確保するとともに、日々の生活の質を高めること

で教職員一人一人の人間性や創造性を向上させていけるような学校における働き方改革を 

推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
5 外部化・分業化・協業化：これまで学校・教職員が担ってきた業務のうち、中心になって担うべき主体を他に

移行したり、教職員以外の担い手を確保したりすることにより、学校・教職員に課

されている過度な負担の軽減を図ること。 
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施策 1-1-3 社会に開かれた学校教育と個別最適化された学びの推進 

 

〇主な取組状況等 

・家庭、地域、事業所等との協働を通じて、教育活動の実施に必要な人的・物的体制を構築  

するなど、学校組織におけるカリキュラム・マネジメントの推進に向けた研修の充実を図

っています。 

・長野市教育センターに８つの研究委員会（キャリア教育、道徳教育、国語科教育、社会科

教育、算数・数学科教育、理科教育、外国語活動・外国語科教育、学校体育・学校保健）

を設置し、知・徳・体を一体的に育むためのカリキュラム・マネジメントや学びの質を 

高めるためのＩＣＴ6の効果的な活用について研究を推進し、その成果を積極的に発信・

共有しています。 

・１人１台端末の活用を通じて、児童生徒一人一人の学習履歴を把握し、学習指導や進路指

導、授業改善等に生かせるようにします。 

・小学校での教科担任制や中学校での学年担任制の導入等、校内体制の工夫により、一人の

子どもに複数の教職員が関わることで、児童生徒の理解を深め、個に応じた指導や支援の

充実につなげています。 

 

 

目指す内容 

 家庭、地域、事業所等との協働やＩＣＴの効果的な活用を通じて、各学校のグランドデザ

イン（学校教育目標）の実現や個に応じた指導の充実を図っていけるような教職員研修を 

計画・実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
6 ＩＣＴ：Information and Communication Technology の略で情報通信技術のこと。情報処理・情報通信関連

分野における技術・産業・設備・サービス等の総称。ＩＣＴ機器とは、プロジェクター、デジタルテ

レビ、教育用コンテンツ、実物投影機、パソコン、デジタルカメラなどの機器をいう。 
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基本施策 1-2 発達段階に応じた教育の推進  

長野市の目指す「明日を拓く深く豊かな人間性」を育む教育の姿の実現に向けて、発達  

段階に応じたきめ細やかな教育を推進していきます。また、子どもたちの健やかな育ちの  

ために、幼・保・小・中・高の学校種間の連携や家庭・地域・学校の協働を推進し、子ども 

たちの知・徳・体を一体的に育んでいきます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

発達段階に応じたきめ細やかな教育や、幼・保・小・中・高の学校種間の連携や家庭・    

地域・学校の協働を推進することで、思いやりや感動する心などの豊かな人間性を育み、  

意欲を持って主体的に学び行動する心身共に健やかな成長を支援します。 

 

 

 

施策 1-2-1 乳幼児期の教育の充実       

 

〇主な取組状況等 

・「学びの入口」として重要な乳幼児期の教育・保育について、就学期への連続性・一貫性の

視点を踏まえた「長野市乳幼児期の教育・保育の指針」に基づく取組を行っています。 

・生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な乳幼児期の教育・保育について、家庭、地域、 

教育・保育施設、学校と連携・協働した取組を充実させています。 

・幼稚園・保育所・認定こども園と小学校が、願う子どもの姿を共有しながらカリキュラム

づくりに取り組んでいます。 

・幼稚園・保育所・認定こども園では、就学前の幼児がスムーズに小学校の生活や学習に  

適応し、幼児期の育ちや学びを小学校教育につなげるためのカリキュラム作り（アプロー

チカリキュラム）を進めています。 

・小学校では、子どもが幼稚園・保育所・認定こども園などで経験した遊びや生活を育ちや

学びの基盤として、主体的に自己を発揮し新しい学校生活を創り出していくためのカリ 

キュラム作り（スタートカリキュラム）を進めています。 

・子どもたちが、遊びを通じて運動の楽しさを味わい運動能力を高めていくために、幼・保・

小が連携して「運動と遊びのプログラム」に取り組んでいます。 

 

 

目指す内容  

家庭、地域、教育・保育施設と学校が連携し、乳幼児の興味・関心や発達段階に応じた適切

な支援を行うことで、乳幼児の情緒の安定と心身の調和のとれた発達を図るとともに、創造

性や表現力など人格形成の基礎となる感性を育み、社会性の育成を目指します。 
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施策 1-2-2 小・中学校の教育の充実            

 

〇主な取組状況等 

・教育振興基本計画における学校教育分野を中心とした実施計画である「第三期しなのき 

プラン」7に沿って、全ての子どもが自ら問いを持ち、自ら学びを進める「自学自習の資質

能力」の伸張を支援するための取組を推進しています。 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に推進していくことを目指し、１人１台 

端末等のＩＣＴ機器 や学習支援ソフトの効果的な活用を進めています。 

・子どもの学力や体力の向上に向けて、標準学力検査（ＮＲＴ）8、文部科学省及びスポーツ

庁による全国調査9等の各種調査結果を踏まえた指導や教育課程の改善・充実に取り組んで

います。 

・豊かな人権感覚や他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を育むことができる

よう、教育活動全体を通じた日常的な人権教育・道徳教育の一層の充実を図っています。 

・広い視野から物事を考え、他者と協働して課題解決する力を育成するために、学校行事や

総合的な学習の時間等において、地域と連携した学習や体験学習を積極的に取り入れると

ともに、キャリア教育10、健康教育、環境教育等、各種教育の充実に取り組んでいます。 

・「第三次長野市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動推進施策を進めて

います。 

・学校図書館法の一部改正を踏まえ、学校図書館の役割として、これまでの「読書センター」

としての役割に加え、アクティブ・ラーニング11や探究的な学び12等に対応した「学習セン 

ター」、子どもたちの情報活用能力を育成する「情報センター」としての役割も果たせる

よう、整備を進めています。 

・心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動していけるように、子どもが運動することの

楽しさや心地よさを実感できるような発達段階に応じた多様な運動機会を提供しています。 

                                                   
7 「しなのきプラン」：長野市の教育理念「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」に向け、平成 27 年度から 

スタートした３期９か年の学校教育分野の実施計画。３期目となる「第三期しなのき 

プラン」は令和３～５年度までの３か年計画となっている。

https://www.city.nagano.nagano.jp/gakukyou/104352.html 

 
8 標準学力検査（ＮＲＴ）：学習指導要領に準拠した問題で、全国基準に照らして基礎学力保障についての実現 

状況を客観的に把握し、学習指導の改善に生かすために実施している検査 

 
9 全国調査：全国学力・学習状況調査（文部科学省）と全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁） 

のこと。全国的な児童生徒の学力や体力の状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、

その改善を図るために実施している調査 

 
10 キャリア教育：一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通じて、

社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方の実現を促す教育のこと。 

 
11 アクティブ・ラーニング：教職員による一方的な講義形式の授業のような学習者の受動的な学びではなく、 

学習者が自ら主体的に取り組む学び 

 
12 探究的な学び：子ども自らが課題を設定し、その解決に向けて情報収集や整理・分析をしたり、他者と協働 

したりしながら自ら考える力を育てていく学び 

https://www.city.nagano.nagano.jp/gakukyou/104352.html
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・子どもの体力の向上に向けて学校独自の運動や運動遊びの環境づくりを推進しています。

また、運動や運動遊び、体育学習の指導を充実させるために、教職員研修や実技講習会、

体育授業への講師派遣等を実施し、運動習慣の定着や運動能力の向上に努めています。 

・英語教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、ＡＬＴ（外国語指導助手 小学校 10人、

中学校 10人）を配置するとともに、次代を担う子どもたちの国際感覚の醸成と異文化理解

推進のため、姉妹都市である米国クリアウォーター市、友好都市である中国石家庄市との

友好・親善関係を深めています。 

・国際理解教育として、冬季オリンピック開催を契機に始まった国際交流事業「一校一国  

運動」に取り組む学校に対する支援を行っています。 

・1人 1台端末環境の実現といったＧＩＧＡスクール構想13の推進により、子どもがインター

ネットを利用する機会が増えることから、インターネットの適正利用に関する啓発等、情

報モラル教育の更なる充実が求められています。 

・多様な他者を大切にする子どもを育むために、柔軟な校内体制を整備したり、外部との連

携を推進したりすることを通じて、他者との対話や交流等の機会を保障し、学校の多様性

と包摂性を一層高めていく必要があります。 

 

 

目指す内容  

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善、ＩＣＴ機器の活用等による「個別最

適な学び」と「協働的な学び」の一体的な推進、地域社会との協働を含めたカリキュラム・マ

ネジメントの実現等により、生きて働く「知識・技能」の習得、未知の状況にも対応できる

「思考力・判断力・表現力等」の育成、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

力・人間性等」の涵養を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
13 GIGA スクール構想：Global and Innovation Gateway for All の略で、１人１台端末と高速大容量の通信ネッ

トワークを一体的に整備することで、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく公正

に個別最適化され、資質・能力を一層確実に育成していく教育環境を実現させる施策 

 



    

16 

 

施策 1-2-3 高等学校・大学等の教育の充実      

 

〇主な取組状況等 

・市立長野高等学校では、進学型の総合学科として、生徒が自分の将来に対する自覚を深め、

個々の進路に向けた学習を主体的に選択できる系統的・実践的な学習指導を実施していま

す。また、キャリア教育を重視し、体系的・探究的な学びである「翼プロジェクト」を大学

等の外部人材とも連携しながら推進し、基礎的・汎用的能力や自分の未来の創造につなが

る力を育んでいます。 

・市立長野高等学校では、部活動を通じて健康な心身を育成し、自己の技能を磨くだけでな

く、協働の精神のもとで思いやりの心をもちながら周囲に対する気配りができる生徒を育

成しています。運動部では競技力の向上を、文化部では自己の感性を磨き、技術力・表現力

の向上を目指しています。 

・市立長野高等学校では、キャリア教育の一環として海外派遣の機会を充実させ、研究   

テーマをもった英語力の高い生徒を海外へ派遣しています。帰国後はレポートを冊子に 

まとめて発表し、校内で海外派遣の経験を共有するよう取り組んでいます。国際交流を  

通じて語学研修だけでなく、異文化理解や国際的な視野を持つ機会の提供を推進していま

す。 

・学校法人等が行う教育施設の拡充、大規模施設の整備、学科新設等に要する経費に対する

補助を行い、大学・専門学校等高等教育機関の教育環境の充実を支援しています。 

 

 

目指す内容 

総合学科としての市立長野高等学校の特長を生かして、学習活動、部活動、国際交流など

特色ある教育を充実させ、活力と魅力あふれる高等学校づくりを進めます。 

また、大学・専門学校等高等教育機関との協働を通じて、持続可能な社会の創り手となる

ような高度で専門性を持った人材の育成を長野市全体で目指します。 
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施策 1-2-4 幼・保・小・中・高の連携の推進    

 

〇主な取組状況等 

・「学びの入口」として重要な乳幼児期の教育・保育について、就学期への連続性・一貫性の

視点を踏まえた「長野市乳幼児期の教育・保育の指針」に基づく取組を行っています。（再

掲） 

・幼稚園・保育所・認定こども園と小学校が、願う子どもの姿を共有しながらカリキュラム

づくりに取り組んでいます。（再掲） 

・幼稚園・保育所・認定こども園では、就学前の幼児がスムーズに小学校の生活や学習に適

応し、幼児期の育ちや学びを小学校教育につなげるためのカリキュラム作り（アプローチ

カリキュラム）を進めています。（再掲） 

・小学校では、子どもが幼稚園・保育所・認定こども園などで経験した遊びや生活を育ちや

学びの基盤として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリ

キュラム作り（スタートカリキュラム）を進めています。（再掲） 

・子どもたちが、遊びを通じて運動の楽しさを味わい運動能力を高めていくために、幼・保・

小が連携して「運動と遊びのプログラム」に取り組んでいます。（再掲） 

・小学校から中学校への進学時の支援に有効な情報共有や引継ぎを確実に行うことを目的と

した「移行支援会議」を開催・運用するなど、小学校や中学校の教職員が連携することで、

新しい環境での学習や生活にスムーズに移行できるような体制づくりを進めています。 

 

 

目指す内容 

「子どもの育ち」を大切にした幼・保・小・中の一貫性のある連携教育と高等学校への接続

を重視しながら、「遊び」や「生活」を通した学びの基礎力、夢や目標を持ち努力し続ける力

など、社会的・職業的自立に向けて基盤となる自律心や創造性の育成を目指します。 
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施策 1-2-5  家庭・地域・学校の協働の推進   

 

〇主な取組状況等 

・生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な乳幼児期の教育・保育について、家庭、地域、 

教育・保育施設、学校と連携・協働した取組を充実させています。（再掲） 

・小・中学校における「長野市コミュニティスクール」14の導入を通じて、家庭・地域・学校

の役割を明確にしながら協働していく取組を進めています。 

・子どもたちの豊かな成長を支えていくために、ＰＴＡ等が企画した各種催しに対して補助

金を交付し支援を行っています。 

・発達段階に応じた小・中・高のキャリア教育の向上を図るために、産・学・官・公・民が 

連携しながら、キャリア教育支援懇談会の開催、キャリア教育に関する教職員研修の実施、

実践研究の推進、高校生の探究的な学びに対する支援、職場体験学習の情報提供等を行っ

ています。 

・キャリア教育の視点を取り入れた「個別最適な学び」や「協働的な学び」の実践を推進する

ために、中学校の職場体験学習において事前・事後指導の充実を図っています。 

・中学生期の文化・スポーツ活動の充実を図るために、地域や関係諸団体と協働しながら、

学校の部活動に代わる活動の場を構築していく取組を進めていく必要があります。 

 

 

目指す内容 

「社会に開かれた教育課程」を実現するため、子どもたちが未来を切り拓くために求めら

れる資質・能力とは何かを地域社会と共有した上で、家庭・地域・学校の役割を明らかにし

ながら、子どもたちの豊かな成長を支える学習環境を協働して構築していくことを目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
14 長野市コミュニティスクール：学校・保護者・地域住民が運営委員会を組織し、子どもたちの育ちについて 

地域と学校が共に話し合い、それぞれの役割を明確にしながら、豊かな成長を

支えていく「地域と共にある学校づくり」を進める仕組み 
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施策 1-2-6 少子・人口減少社会に応じた活力ある学校づくりの推進 

 

〇主な取組状況等 

・全ての子どもたちに多様性ある集団の中での学びを実現するために、「少子化に対応した 

子どもにとって望ましい教育環境の在り方について」（答申）15に沿った学校間連携等の  

支援を行っています。 

・「答申」について、検討委員会及び長野市議会の小・中学校の在り方調査研究特別委員会  

委員長報告を踏まえた上で、未就学児を含めた小・中学校の保護者に対して丁寧な説明を

行うとともに、地域の理解も得ながら「答申」の具現化に向けた対話を進めています。 

 

 

目指す内容 

子どもたちの発達段階を踏まえながら多様性ある集団で学び合える豊かな学習環境を構築

していくために、「少子化に対応した子どもにとって望ましい教育環境の在り方について」（答

申）に沿った取組を進め、新たな学びの場の創造を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
15 長野市活力ある学校づくり検討委員会答申「少子化に対応した子どもにとって望ましい教育環境の在り方につ

いて」：平成 30 年６月に示された答申 

https://www.city.nagano.nagano.jp/site/ikentoukouboseido/414275.html 
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基本施策 1-3 インクルーシブ16な学校づくりの推進 

全ての子どもたちが、互いに認め合い学び合う包摂的（インクルーシブ）な学校づくりを

推進していきます。 

子どもや家庭が抱える課題が多様化・複雑化する中で、個々の実態に応じた相談体制や  

支援体制の充実を様々な機関と協働して図るなど、一人一人を大切にする教育を一層推進し

ていきます。 

インクルーシブな学校づくりは、SDGs で掲げる持続可能な世界を実現するためのゴール

の一つである「全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育の提供を目指す」という理念

にも通じています。 

 

 

基本施策の目指す内容 

子どもの個性を尊重し、互いに認め合い学び合うインクルーシブな教育を実現するため、

様々な機関と協働しながら、個に応じた多様な学びの場や多様な他者との交流の機会を提供

するなど、一人一人の教育的ニーズに応じた支援を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
16 インクルーシブ：「包摂的な」「包括的な」「包み込む」という意味。「インクルーシブ教育」とは、多様なニー

ズのある子どもが、その能力を可能な限り発達させられる教育の場を提供し、全ての子ども

が共に学ぶ教育のことを指し、共生社会の実現を目指す。 
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施策 1-3-1 一人一人を大切にし互いを認め合う教育の推進 

 

〇主な取組状況等 

・気持ちや行動を自律的に調整し、身近な人々と折り合いを付けながら、自らの力を十分に

発揮した生活を創っていく子どもを育むために、一人一人が大切にされ互いに認め合える

インクルーシブな学校づくりを進めています。 

・共生社会の実現に向けて、特別支援学校に在籍する児童生徒が地域の小・中学校に副学籍

を置きながら同年代の子どもたちと共に学ぶ体制を構築しています。 

・人権教育や道徳教育を通じて、障害者や高齢者の人権、性の多様性等の人権課題について

学ぶ機会を充実させることで、児童生徒の人権感覚を磨き、深く豊かな人間性を育む取組

を推進しています。 

・いじめを許さない学級や学校づくりのために、人権教育や道徳教育、「ＳＯＳの出し方に

関する教育」の充実に努めているとともに、いじめの未然防止や早期発見・対応を図るた

めに、専門機関等との連携を強化しています。 

・いじめ防止対策推進法に基づき、学校では「学校いじめ防止等のための基本的な方針」、市

教育委員会では「いじめ防止等のための基本的な方針」に沿った対応を推進しています。

また、いじめ事案については、「長野市いじめ問題対策連絡協議会」を通した関係機関・ 

団体との連携、深刻化している事案については「長野市いじめ問題調査・解決チーム」と連

携した対応を図っています。 

・多様な他者を大切にする子どもを育むために、柔軟な校内体制を整備したり、外部との 

連携を推進したりすることを通じて、他者との対話や交流等の機会を保障し、学校の多様

性と包摂性を一層高めていく必要があります。（再掲） 

 

 

目指す内容 

 全ての子どもたちが互いに認め合い学び合う集団をつくるため、いじめ問題の未然防止や

早期発見・対応を図るとともに、人権教育・道徳教育の一層の充実を目指します。 
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施策 1-3-2 特別支援教育の充実               

 

〇主な取組状況等 

・一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うための特別支援教育支援員の学校配置のほか、

学校を訪問して指導・助言を行う特別支援教育巡回相談員の派遣、新増設の特別支援学級

に対する施設整備（備品購入等）を行っています。 

・障害のある児童生徒が適切な指導・必要な支援を受けられるよう、学識経験者や専門医等

で構成される教育支援委員会において就学判断を行うとともに、就学判断後のフォロー 

アップを行っています。 

・発達障害のある児童生徒をはじめ、医療的ケアなどの特別な支援を必要とする児童生徒へ

の対応を充実させていく必要があります。 

 

 

目指す内容 

障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じ、連続性のある多様な学びの場を提供

するなど、障害のある児童生徒の能力と可能性を伸ばせる学習環境を目指します。 
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施策 1-3-3 多様な子どもや家庭に対する支援の充実 

 

〇主な取組状況等 

・個別支援の充実、学級づくり、不登校やいじめの防止のために重要な児童生徒の理解を  

促進するため、他者からの影響だけでなく、自律心も測ることのできる本市独自の質問紙

調査「しなのき児童生徒意識アンケート」を小学校５・６年生、中学校１・２年生で実施

し、指導に生かしています。 

・教育相談担当指導主事のほか、スクール・カウンセラー17やスクール・ソーシャルワーカー 18

を小・中学校に派遣し、福祉・医療関係機関と連携した登校支援を行っています。 

・不登校児童生徒の社会的自立のために、中間教室19に担当指導主事と適応指導員を配置し、

生活習慣の改善や学びの保障を図っています。また、フリースクール20等民間施設や団体と

連携・協働し、情報共有しながら、支援の充実を図っています。 

・外国籍等児童生徒への日本語指導・生活指導の充実を図るため、市内の８校（芹田小学校、

徳間小学校、松ケ丘小学校、篠ノ井西小学校、柳町中学校、裾花中学校、犀陵中学校、篠ノ

井西中学校）に日本語指導教室を設置し、日本語指導センター校の指定や日本語巡回指導

員等の派遣などを行っています。 

・長野県国際化協会による「日本語学習コーディネート事業」を活用し、日本語指導の必要

な児童生徒の学習支援を行っています。 

・学校教育法第 19 条の規定に基づき、経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の

保護者に対して学用品費や給食費等の援助を行っています。 

・経済的な理由で高等学校等での就学が困難な学生を支援するために、奨学金の貸付を無 

利子で行っています。 

・市民活動団体等と協働し、子ども食堂など多様な子どもの居場所づくりを進めています。 

 

 

                                                   
17 スクール・カウンセラー：児童生徒や保護者の抱える悩みを受け止め、学校におけるカウンセリング機能の 

充実を図るために配置された臨床心理を専門とする心理師（士）。児童生徒に対す

る相談のほか、保護者及び教職員に対する相談、教職員等への研修、事件・事故等

の緊急対応における被害児童生徒の心のケアを担当する。 

 

 
18 スクール・ソーシャルワーカー：いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対応するた

め、教育分野に関する知識に加え、社会福祉等の専門的な知識・技術を用い

て、児童生徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭、学校、地域の関係機関をつ

なぎ、児童生徒の悩みや抱えている問題の解決に向けて支援する社会福祉の

専門家 

 
19 中間教室：不登校傾向又は不登校状態にある児童生徒のための施設で、基本的生活習慣の改善、情緒の安定、

集団生活への適応、学習等の相談・指導を行い、児童生徒の社会的な自立に向けて、個々の実態

に応じた支援を行う。 

 
20 フリースクール：不登校の児童生徒に対して、学習活動、教育相談、体験活動などを行うことを目的とした 

民間団体・企業や NPO 法人等によって運営されている施設 
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・福祉・医療関係機関との連携を進めていくために、スクール・カウンセラーやスクール・ 

ソーシャルワーカーを中心とした支援体制の確立を図る必要があります。特に、社会的  

援助を必要とする家庭が増えていることから、スクール・ソーシャルワーカーの活動時間

の拡充を図る必要があります。 

・生活保護世帯・生活困窮世帯や、ひとり親家庭の児童生徒に対して、学習習慣や基礎学力

の定着・向上のための学習支援を充実させていく必要があります。 

・外国籍等児童生徒への日本語指導・生活指導と関わって、多言語化の傾向が進む中、市内

で話者の少ない言語については、巡回指導員等の人材確保が困難になっています。 

 

 

目指す内容 

全ての子どもたちが等しく教育を受け主体的に社会参画できる環境を構築するため、関係

機関との協働による相談体制や個々の実態に応じた支援体制を整備します。 
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 基本施策 1-4 安全・安心で健やかな成長を支える学習環境の整備  

令和元年東日本台風災害や新型コロナウイルス感染症の流行という未曾有の事態を受け、

子どもたちの命と健康を守るための学校の危機管理体制や保健管理体制の充実が一層求めら

れています。また、子どもたちの健やかな育ちのためには、日常の健康管理や安全な食の提

供も欠かせません。家庭・地域・学校の協働を通じて、子どもたちを守る学校安全・学校保健

に関わる環境の整備を進めていきます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

学校安全・学校保健に関わる環境の整備を進め、子どもたちが安心して健やかに学習でき

る、安全・安心な学習環境を目指します。 
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施策 1-4-1 安全・安心な学習環境の整備    

 

〇主な取組状況等 

・市立の学校施設の耐震化対策は、令和２年度末に全ての施設で構造体の耐震化が完了して

います。屋内運動場の吊り天井等の非構造部材の耐震化対策についても概ね対策工事が 

完了しています。今後は、令和３年２月に策定した長野市学校施設長寿命化計画に基づき、

老朽化対策・長寿命化対策を進めていきます。 

・過去の災害を教訓に、各学校の学校安全計画や危機管理マニュアルをより実践的なものと

なるように絶えず見直し、様々な状況を想定した避難訓練や引渡し訓練などを実施したり、

防災マイ・タイムラインを作成したりするなど、安全防災教育の充実に取り組んでいます。 

・登下校時や休日における自然災害の発生や避難が必要になったときの対応など、様々な 

状況を想定した実践的な安全防災教育を、家庭・地域・関係機関との連携・協働により進め

ています。 

・学校・地域の実情に合わせた交通安全教室や不審者の侵入に対応した防犯訓練などを実施

し、児童生徒が安全や防犯についての正しい知識と対処方法を身に付けられるよう指導を

行っています。 

・自分の身は自ら守ることができるように、様々な交通事情に的確に対応する判断力や行動

力を育てるとともに、多様化する犯罪に巻き込まれないようにするための正しい知識や 

対処方法に関する学習をより一層進めていく必要があります。 

・「学校安心・安全ネット」の運用により、不審者や危害獣等に関する情報を保護者等に   

メールで配信しています。 

 

 

目指す内容 

老朽化した施設の計画的改修や長寿命化を進めるとともに、地震・火災等に備えた安全  

防災教育や避難訓練を実施し、災害時等の危機管理体制を整えます。また、交通安全教室や

防犯訓練等を実施することで、自分の身は自ら守るという意識を高め、地域における交通  

安全対策や、不審者や犯罪に対する対策を柱とした環境を整備し、家庭・地域・学校の連携・

協働により、子どもたちが安心して学習できる安全な学習環境を目指します。 
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施策 1-4-2 健康の保持・増進             

 

〇主な取組状況等 

・児童生徒を対象とする学校保健安全法に基づく健康診断を実施し、疾病の早期発見と予防

による健康の保持・増進を図っています。 

・安全・安心な給食を提供するため、学校給食センター及び学校給食共同調理場の施設や  

設備機器の維持修繕・更新を行っています。 

・学校での食物アレルギー対応や給食のアレルギー対応食提供などを適切に行うため、長野

市教育委員会の「学校給食における食物アレルギー対応の基本方針 食物アレルギー対応

マニュアル」に基づく対応を行っています。 

・給食センターの栄養教諭等が学校を訪問する食育指導の実施や、家庭向けの「食育だより」

の発行など、家庭に対する啓発を行っています。 

・地域食材の使用割合を高めるため、地域食材の利用促進に向けた検討を庁内関係課・関係

機関と連携しながら進めています。 

・新たな感染症等への予防対策を習慣化するため、保健指導のほか、体育・保健体育、道徳な

ど、他の教科と連携した取組を進めていく必要があります。 

 

 

目指す内容 

健康教育の推進、健康診断の充実、適切な環境衛生検査の実施、新たな感染症予防対策等

の習慣化、安全・安心な給食の提供、食育指導など、子どもたちの健やかな育ちを支える   

学習環境を家庭・地域・学校が連携・協働して構築していくことを目指します。 
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 基本施策 2-1 協働を通じた教育力の向上      

教育の原点として家庭教育は大変重要です。しかし、近年、共働きや核家族化など、家族の

形態が変わることにより子育てに関する不安や孤立を感じたり、基本的生活習慣などに課題

を抱えたりするなど、家庭の教育力の在り方自体に変化が生じてきています。また、地域  

社会が変容してきている中で、家庭や地域が子どもたちの教育に果たす役割をそれぞれの 

立場からより一層深く考えていくことが求められています。家庭、地域、教育・保育施設、 

学校が互いに自らできることで協働することにより、家庭や地域の教育力の向上を図り、  

子どもの社会性を育み、健全育成に取り組みます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

家庭、地域、教育・保育施設、学校の協働を進め、子どもたちを共に見守り育てる環境を 

目指します。 

基本的な生活習慣や豊かな情操を培う場である家庭の教育力の向上を図るため、各種取組

を充実していくとともに、子どもを育てる親が互いに支え合い学び合える場を提供します。

また、子どもたちが社会性を身につけられるよう地域の教育力の向上を図り、家庭教育力の

向上につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的方向 2 共に学び合い育ち合う地域づくりの推進 
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施策 2-1-1 家庭の教育力の向上  

 

〇主な取組状況等 

・全ての市立公民館・市交流センターにおいて親子の学びをテーマにした「親子学級」を  

実施するなど、親子で学べる場の充実を図っています。 

・長野市ＰＴＡ連合会・長野市校長会・長野市教育委員会が「長野市大人と子どもの心得  

八か条21」「インターネット利用啓発運動」を協働して推進するなど、家庭の教育力の向上

に向けた取組を進めています。 

・家庭の教育力の向上を目指す研修会の開催を促すために、研修会を開催した小・中学校  

ＰＴＡに報奨金を交付しています。 

・「第三次長野市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動推進施策を進めて

います。（再掲） 

・赤ちゃんの豊かな心の成長と、家族との絆を深めるきっかけを提供する「おひざで絵本22」

事業を実施しています。 

・７～８か月児健康教室において、「家庭の学び講座」として子育ての重要なポイントを  

分かりやすく解説したリーフレットを保護者に配布・解説しています。 

 

 

目指す内容 

学校ＰＴＡや市立公民館・市交流センター等における地域主催の家庭教育講座の開催・  

参加を促すとともに、親子学級など、親子で学んだり親同士が学び合える場を提供したり  

することで、家庭の教育力の向上を目指します。 

また、子どもたちの興味・関心や発達の状態に応じた支援を関係機関が協働して行い、  

家庭での教育に必要な情報等を提供することで、子どもたちの人格形成の基礎となる豊かな

心と社会性の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
21 長野市大人と子どもの心得八か条：長野市 PTA 連合会が中心となって、長野市校長会と長野市教育委員会が

提唱している家庭教育力向上運動で、大人も子どもも元気よくあいさつを

交わしたり、感謝の言葉を伝えあったりしましょう、など８つの呼びかけ

をしている。 
22 おひざで絵本:市内在住の 1歳未満の赤ちゃんと保護者に、豊かな心の成長と、家族との絆を深める一つの 

きっかけづくりとして絵本をプレゼントする事業 
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施策 2-1-2 地域の教育力の向上  

 

〇主な取組状況等 

・これからの地域社会には、孤立化する家庭を支え、子どもたちを見守り育てていく意識を

高めていく役割が求められます。 

・地域における子どもの体験活動の機会を増やしていくために、住民自治協議会23や子ども会、

育成会などが実施する地域の子どもたちの異年齢集団活動や、地域の子どもたちと地域の

大人が広く世代間交流できる活動に要する経費の一部を補助する「子どもわくわく体験 

事業補助金」を交付しています。 

・子どもたちが野外で五感を使って活動する場が減少していることから、地域主体で実施 

する子どもたちの体験事業を支援していく必要があります。 

・子どもの自主性や社会性を育て、問題に直面したときに自ら解決する力を培い、社会的  

役割や責任の自覚を促すため、子ども会リーダーの養成などを通して子ども会活動の支援

を行っています。 

 

 

目指す内容 

地域において、子どもたちを見守り育てる意識を高めるとともに、子ども会活動を通した

体験活動、学校の教育活動に対する支援を行うことで、地域の教育力の向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
23 住民自治協議会：良好な地域社会の維持及び形成に資する地域的な共同活動を行っている住人の自主的な団体

で、住民の福祉の増進に向かって市と協議する関係にある団体のこと。  
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 基本施策 2-2 協働を通じた地域づくりの推進  

家庭、地域、教育・保育施設、学校並びに事業所等と連携・協働し、子どもの育ちを地域

全体で担っていく体制づくりに取り組みます。 

また、安全・安心な放課後等の子どもたちの居場所を確保し、学びや交流の場を提供する

ため、放課後子ども総合プランを実施しています。 

 

 

基本施策の目指す内容 

家庭、地域、教育・保育施設、学校、事業所との連携・協働を促進し、地域全体で子ども

たちを見守り育てる環境づくりを目指します。 
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施策 2-2-1 協働を通じた地域づくりの推進  

 

〇主な取組状況等 

・小・中学校における「長野市コミュニティスクール」の導入を通じて、家庭・地域・学校の

役割を明確にしながら協働していく取組を進めています。（再掲） 

・子どもたちの豊かな成長を支えていくために、ＰＴＡ等が企画した各種催しに対して補助

金を交付し支援を行っています。（再掲） 

・学校教育活動に対する理解を深めるため、学校の特色ある活動や子どもたちの様子等に 

ついて住民自治協議会役員と学校職員が懇談する機会を設ける地区や、学校と連携して 

子どもの作文や標語、ステージ発表などを行う青少年健全育成関係住民大会を開催して 

いる地区があります。 

・地域での巡回指導活動や声掛けなどを住民自治協議会等と協働し、青少年の非行・被害の

防止に取り組んでいます。 

・青少年に悪影響を及ぼすおそれのある環境から青少年を守るため、店舗における有害図書

類の取扱いの有無や陳列方法が適正かどうかなどについて、継続的に情報確認を行ってい

ます。 

・学校行事等への保護者の参加を促すために、保護者の勤務先等である事業所の理解を促進

していく必要があります。 

・地域における子どもの体験活動の機会を増やしていくために、住民自治協議会や子ども会、

育成会などが実施する地域の子どもたちの異年齢集団活動や、地域の子どもたちと地域の

大人が広く世代間交流できる活動に要する経費の一部を補助する「子どもわくわく体験 

事業補助金」を交付しています。（再掲） 

 

 

目指す内容 

コミュニティスクールの取組をはじめ、家庭・地域・学校の役割を再認識しながら、地域に

開かれた学校づくりなど地域との連携・協働を推進するとともに、保護者の勤務先である事

業所の理解を促進し、協働して子どもたちを見守り育てていく地域づくりを進めます。 
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施策 2-2-2 放課後対策の充実        

 

〇主な取組状況等 

・放課後等の児童の安全・安心な居場所を確保するために、「長野市子ども・子育て支援事

業計画」に基づく「放課後子ども総合プラン」を全 54 小学校区で導入しています。 

・利用を希望する全ての児童に放課後等の安全・安心な居場所を提供するためには、放課後

等に余裕がある教室の活用を更に進めていく必要があります。 

・個々の児童に応じた支援、小学校や関係機関との連携、多様な学びや体験の提供等を更に

充実させていくために、サービスを維持・向上できる運営体制の再構築を進めていく必要

があります。 

 

 

目指す内容 

子どもの遊びや学習、スポーツや文化活動等を支援するアドバイザーの活用、小学校施設

の活用など、学校と地域との協働を通じて放課後等に安全・安心な遊びの場や生活の場を確

保するとともに、多様な体験活動や交流等の機会を提供することで、子どもの自主性・社会

性・創造性の向上を図ります。 
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基本施策 3-1 豊かな生活につながる生涯学習・社会参画の推進 

生涯学習センターや市立公民館・市交流センターなどにおいて、市民の様々な学習意欲に

応える各種講座を開催しているほか、学習の成果を生かせる場を提供しています。生涯に  

わたって学ぶことは豊かな生活につながることになるため、「第三次長野市生涯学習推進計画」

に基づき、各種講座の内容をより一層充実させ、生涯学習・社会参画の推進に取り組みます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

「人生 100 年時代」の到来を迎えるにあたり、持続可能なまちづくりを進める必要がある

ことから、各種講座などを通じて、市民が互いに高め合うとともに、生涯学習を通じた人と

のつながりや学習の成果を社会や地域の中で生かし、住民主体の活力ある地域づくりにつな

げるまちを目指します。 

また、国際交流を通じて市民の国際感覚を高めるとともに、日本や郷土の文化を学び、  

理解し、情報を発信することにより、多様な文化を尊重し合い、共生できる国際都市 

ＮＡＧＡＮＯを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的方向 3 生涯学習と社会参画の環境づくりの推進 
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施策 3-1-1 人権尊重・男女共同参画の推進    

 

〇主な取組状況等 

・市民対象の人権教育講座など、あらゆる差別を解消するための学習を市立公民館・市交流

センターなどで行っています。 

・誰もが仕事と家庭生活や地域活動等のバランスを取りながら、個々の状況に応じた多様な

生き方を選択できるよう、男女共同参画の視点を取り入れた学習機会を提供しています。 

・子どもたちを見守り育てる大人（主に教職員・保護者）の人権感覚を高めるために、指導主

事の学校訪問や教育センターでの研修、ＰＴＡに対する講演会等を実施し、啓発に努めて

います。 

・学校においては、いじめを許さない学級や学校づくりのために、人権教育や道徳教育の充

実に努めています。 

・共生社会の実現に向けて、特別支援学校に在籍する児童生徒が地域の小・中学校に副学籍

を置きながら同年代の子どもたちと共に学ぶ体制を構築しています。(再掲) 

・人権教育や道徳教育を通じて、障害者や高齢者の人権、性の多様性等の人権課題について

学ぶ機会を充実させることで、児童生徒の人権感覚を磨き、深く豊かな人間性を育む取組

を推進しています。(再掲) 

 

 

目指す内容 

生涯学習をはじめ、教育のあらゆる機会を捉え、全ての人が人間として尊重され、共に  

心豊かな生活を送ることができるよう、差別のない明るい社会の実現を目指すとともに、  

男女が対等なパートナーとして喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を

十分に発揮できる社会の実現を目指します。 
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施策 3-1-2 多様なニーズに応じた学びの機会の保障     

 

〇主な取組状況等 

・市民一人一人が、生涯のあらゆる場面で学びたいときに学ぶことができるように、学習の

場や機会の充実を図る必要があります。 

・市の広報、地区内回覧、市のホームページ、生涯学習だより、公民館報や交流センターだよ

りなど、様々な方法を活用し講座等の学習情報を提供しています。 

・教育機関等と連携し、学習者の幅広い要望に対応した学習機会の提供に努めています。 

・市民の国際感覚の醸成に資するため、国際化に対応する事業を推進するとともに、国際  

交流事業に対する活動支援、イベント情報などの発信、国際交流コーナーの設置、国際  

交流イベントの開催、学校･サークル・イベントなどへの国際交流員の派遣等を行っていま

す。 

・外国籍の市民等に対して日本語を学習する機会を提供するとともに、日本語を指導する 

ボランティアの育成をしています。 

・高齢者や障害者が使いやすいように、ユニバーサルデザイン24や障害者差別解消法に基づい

た施設整備を行い、洋式トイレやエレベーターを整備するなど、バリアフリー化を進めて

います。 

・障害者手帳等の提示により、博物館等の入館料を免除しています。 

・市立公民館・市交流センター等で生きがいづくり、健康づくり、地域活動のきっかけづく

りを目的とする講座を開催することで、高齢者が豊かな経験や知識を生かし、地域社会に

貢献できるよう支援しています。 

 

 

目指す内容 

学びへの関心を深めるよう分かりやすい学習情報の提供を目指します。 

高度情報化、キャリア・アップ、リカレント教育25、産業振興など、現代社会に対応した   

多彩な学びの充実や、健康な心身の育成を目的とした健康づくりの推進を図ります。また、

環境・防災意識の高揚と消費者教育を推進するための学びの機会の充実を目指します。 

学校や地域で、日本や長野の文化や歴史を学び、理解を深めるとともに、国際理解教育の

充実により異なる文化を尊重する姿勢の育成を目指します。また、学校での日本語指導の  

充実や、日常の多言語での生活情報の提供などにより、外国人が暮らしやすい環境を目指し

ます。 

高齢者や障害者が生きがいを持ち、いきいきと生活できる学びの環境を目指します。 

 

                                                   
24 ユニバーサルデザイン：障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすいようにデザ

インしていく考え方 
25 リカレント教育：経済協力開発機構(OECD)が提唱した生涯教育の一形態。学校教育を終えて社会の諸活動に

従事してからも、個人の必要に応じて教育機関に戻り、繰り返し再教育を受けられる、循

環・反復型の教育システム 
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施策 3-1-3 共に学び合う人・まちづくりの推進  

 

〇主な取組状況等 

・生涯学習を総合的・体系的に推進するため、生涯学習センターにおいて学習情報の提供を

行っています。 

・教育機関等と連携し、学習者の幅広い要望に対応した学習機会の提供に努めています。 

・市立公民館・市交流センターで開催する成人学校・教養講座の修了者が、自主的なグルー

プ・サークル活動に発展できるよう、助言や相談による支援を行っています。 

・講座やサークルの指導者として活躍している人や専門的な知識・技能を持っている人など

に長野市生涯学習リーダーバンクに登録してもらい、市民の学習要求に応じた活動の場を

提供しています。 

・生涯学習が住民主体の地域づくりにつながるよう、市立公民館・市交流センターを受託し

ている指定管理者を支援しています。 

・地域の子どもと大人が一緒になって活動する体験事業を支援しています。 

・異年齢集団での活動を通じ、自主性、社会性を育てるために、子ども会活動への参加を  

奨励し、問題に直面したときに自ら解決する力を培い、社会的役割や責任の自覚を促す  

子ども会活動や子ども会リーダーの養成を行っていく必要があります。 

・地域ぐるみで学びや文化を支える取組を推進する必要があることから、「地域を知る」「地

域のつながり」「地域で協力し合う」「地域で連携する」などの観点で地域に関わる講座を

企画・実施していく必要があります。 

・地域の拠点となる地域公民館の新築・改築・修繕等に対する補助金制度を設けて、地域  

住民の負担を軽減するなど、地域公民館の自主的かつ自発的な地域づくり活動を支援して

います。 

 

 

目指す内容 

生涯学習を通じた人とのつながりや学習の成果を社会や地域の中に生かしていく機会を 

提供するとともに、住民主体の地域づくりを支援することで、長野市が市民、地域、学校と

協働し、住み続けたくなるいきいきとしたまちづくりを推進します。 
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 基本施策 3-2 学びを支える生涯学習環境の充実      

生涯学習センターをはじめ、市立公民館・市交流センター、市立図書館、博物館などの社会

教育施設を生かし、生涯学習環境の充実に取り組みます。 

 

基本施策の目指す内容 

市立施設の利便性の向上を図り、誰もが生涯にわたりいつでもどこでも自由に学べる生涯

学習施設が充実したまちを目指します。 

 

 

 

 

 

施策 3-2-1 生涯学習センター・市立公民館・市交流センターの機能の充実 

 

〇主な取組状況等 

・生涯学習センターでは、生涯学習の拠点として自主企画講座や共催講座を開催している 

ほか、学習室を貸出しています。 

・市立公民館・市交流センターは、身近な学習施設として成人学校・教養講座のほか各種  

学級・講座を開催しているほか、生涯学習活動を行う団体等に学習室等を貸出しています。 

・生涯学習センターは、多様化する市民の学習ニーズを捉え、生涯学習情報の提供や魅力的

な自主企画講座の開催など、生涯学習の拠点施設としての役割を果たしていく必要があり

ます。 

・老朽化している市立公民館・市交流センターは、公共施設等総合管理計画に基づき、計画

的に改修・整備を進める必要があります。 

・「第三次長野市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動推進施策を進めて

います。（再掲） 

・市民の身近で日常的なスポーツの場として、社会体育施設をはじめ、学校体育施設、市立

公民館・市交流センター等を貸出しています。 

・市立公民館・市交流センターが住民の生涯学習や地域活動の拠点施設としてより柔軟で 

魅力的な施設となるように運営方法を再検討する必要があります。 

 

 

目指す内容 

生涯学習センターや市立公民館・市交流センターの事業内容等の見直し、耐震補強や老朽

化した施設の計画的な改修・整備を進めることで、生涯学習環境の充実を目指します。 
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施策 3-2-2 図書館・博物館その他生涯学習施設の充実 

 

〇主な取組状況等 

・市立図書館は、２つの本館（長野図書館、南部図書館）及び市立公民館・市交流センター 

28 館に設置している分室のほか、移動図書館車が市内 92か所を巡回しています。 

・「第五次高度情報化基本計画」に基づくＩＣタグを用いた図書館管理システムの構築を  

はじめ、電子書籍の導入など更なるＩＣＴ化の検討を進めていく必要があります。 

・「第三次長野市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動推進施策を進めて

います。（再掲） 

・長野市立博物館は、自然科学及び人文科学等に関する資料を収集、保管、展示するととも

に調査研究を行う施設として川中島古戦場史跡公園内にある本館・プラネタリウムのほか、

分館として戸隠地質化石博物館、鬼無里ふるさと資料館、信州新町美術館・有島生馬記念

館・信州新町化石博物館、付属施設として門前商家ちょっ蔵おいらい館、大岡歴史民俗  

資料館、中条郷土資料室があります。 

・旧松代藩の文化的遺産の保存活用を図るための施設として、真田宝物館、真田邸、文武  

学校、旧横田家住宅、象山記念館などがあります。 

・青少年教育施設として青少年錬成センターがあり、集団宿泊や普段家庭や学校では得がた

い体験の場を提供しています。 

 

 

目指す内容 

図書館サービスの向上、博物館の展示内容の見直しや多様な講座の開催等を通じて、生涯

学習施設の充実を図り、生涯学習環境の充実を目指します。 
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 基本施策 3-3 魅力あふれる歴史文化遺産の保存と活用  

市内には、指定・登録等がなされた文化財のほか、行政による保護措置が図られていない

未指定文化財や、文化財が置かれている周辺環境も含め、多くの歴史文化遺産が受け継がれ

ています。これらは、市の貴重な財産であることから、適切に保存を図ることで、次世代へ

継承するとともに、魅力あふれるまちの地域資源として、積極的な活用を推進していきます。 

 

 

基本施策の目指す内容 

市内の歴史文化遺産の価値と魅力を広く共有し、次世代に継承していくことで、魅力あふ

れるまちづくりを目指します。 

 

 

 

施策 3-3-1 文化財の総合的把握と継承            

 

〇主な取組状況等 

・令和３年５月１日現在、市内には 468 件（国 111、県 58、市 299）の指定等文化財がありま

す。 

・令和元年東日本台風により水損し救出された歴史資料等の保全作業を実施しています。 

・指定等文化財の多くが過疎化や高齢化に伴う担い手不足等の悩みを抱えており、適切に 

継承されるよう支援していく必要があります。 

・貴重な文化財の滅失・散逸等の防止に向けて、未指定を含めた多様な文化財を総合的に  

調査・把握していく必要があります。 

 

 

目指す内容 

指定・登録等の有無に関わらず、市内に所在する文化財やその周辺環境を総合的に調査・

把握し、文化財を適切に継承していきます。 
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施策 3-3-2 文化財の保存・活用の推進 

 

〇主な取組状況等 

・史跡松代城跡では、平成 27 年の史跡追加指定範囲を中心に、丸馬出や三日月堀を備えた 

二の丸虎口をはじめ、土塁や外堀等を整備する第二期整備事業を実施しています。 

・史跡大室古墳群では、古墳の保存修理工事等を実施するとともに、学校等による史跡の  

利活用促進のため、大型バスの通行が可能なアクセス道路の整備を進めています。 

・戸隠重要伝統的建造物群保存地区では、伝統的建造物等の所有者が実施する修理修景事業

補助金を交付し、歴史的町並みの保存を図っています。 

・国宝善光寺本堂防災施設整備事業や重要文化財真田信之霊屋保存整備事業など、文化財の

所有者が実施する事業に補助金を交付し、文化財の保存・活用を図っています。 

・文化財の保存・活用に関し、長野市が目指す目標や中長期的に取り組む具体的内容を記載

した計画を作成する必要があります。 

 

 

目指す内容 

多様な主体と協働して文化財を地域資源として積極的に保存・活用することで、歴史と  

文化を生かした魅力あふれるまちづくりを推進していきます。 


